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3/11(金）

4/12(火）

テーマ
展

展覧会
情報

近
江
ゆ
か
り
の
工た

く

み匠

―
刀
工
・
鐔つ

ば

師し

・
鉄
砲
鍛
冶
―

テ
ー
マ
展

民み
ん

窯よ
う

湖こ

東と
う

焼や
き

の
彩
り

　
　
　

― 

絵
付
師
自じ

然ね
ん

斎さ
い 

―　
　

15
4月
日

17
5月
日

橘
た
ち
ば
な

紋も
ん

金き
ん

象ぞ
う

嵌が
ん

火ひ

縄な
わ

銃
じ
ゅ
う

 

銘 

国く
に

友と
も

藤と
う

兵べ

衛え

充
じ
ゅ
う

俶
し
ゅ
く

当
館
蔵

近
江
の
国く

に

友と
も

村
（
現
在
の
長

浜
市
国
友
町
）
に
拠
点
を
置
い

た
鉄
砲
鍛
冶
で
、
幕
末
に
活
躍

し
た
国く

に

友と
も

藤と
う

兵べ

衛え

充じ
ゅ
う

俶し
ゅ
く
が
制
作

し
た
火
縄
銃
で
す
。銃
身
に
は
、

彦
根
藩
井
伊
家
の
家
紋
で
あ
る

橘
紋
が
金き

ん

象ぞ
う

嵌が
ん

で
表
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
作
は
、
銃
身
の
家
紋
を
除

く
と
、
加
飾
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
銃

じ
ゅ
う

床し
ょ
う

に
銃
身
を
固
定

す
る
胴ど

う

金が
ね

な
ど
の
金
具
類
も
細

身
で
、
全
体
に
ス
マ
ー
ト
な
造

形
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
友
鍛

冶
の
鉄
砲
は
、
実
用
性
に
重
き

を
置
い
た
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ

ン
の
も
の
が
多
く
、
本
作
も
そ

の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

特
別
公
開

5
2月
日

8
3月
日

弥や

千ち

代よ

の
雛ひ

な

と
婚
礼
調
度

琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
の
名
品

　

  

― 

彦
根
ゆ
か
り
の
書
画
と
や
き
も
の 

―

企
画
展

20
5月
日

21
6月
日
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湖
東
焼
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
彦
根
の

民
間
で
始
め
ら
れ
た
や
き
も
の
で
す
。
そ

の
窯
は
後
に
彦
根
藩
の
藩は
ん

窯よ
う

と
な
り
、
数
々

の
優
品
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
斎
は
、
中な
か

山せ
ん

道ど
う

鳥と
り

居い

本も
と

宿し
ゅ
くで

旅は
た
ご籠

を

営
む
か
た
わ
ら
、
藩
窯
の
白
素
地
を
仕
入
れ

て
上
絵
付
を
行
っ
た
人

物
で
、
民
窯
湖
東
焼
を

代
表
す
る
絵
付
師
で

す
。
本
展
で
は
、
自
然

斎
の
作
品
を
一
挙
に
公

開
し
、
闊
達
な
筆
運
び

や
鮮
や
か
な
色
遣
い
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た

表
現
の
魅
力
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

 

近
江
の
地
で
は
古
く
か
ら
刀
や
鉄
砲
の
工

人
が
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

鐔つ
ば

に
躍
動
的
か
つ
立
体
的
な
彫
出
を
施
し
た

藻そ
う

柄へ
い

子し

宗そ
う

典て
ん

の
よ
う
な
、
全
国
的
に
名
を
知

ら
れ
た
名
工
も
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
館
蔵
品
の
中
か
ら
、
近
江
に

ゆ
か
り
の
あ
る
工た
く
み匠
が
制
作
し
た
刀
や
鐔
、

鉄
砲
な
ど
の
武
具
を
、
江
戸
時
代
の
作
品
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
工
匠
た
ち
の
巧

み
な
技
は
も
ち
ろ
ん
、
初

公
開
の
作
品
に
も
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

●
●　

常
設
展
示　

●
●

―
彦
根
藩
井
伊
家
伝
来
の

　
　
　

大
名
道
具
を
中
心
に
80
点
あ
ま
り
を
展
示
―　

展

示

案

内

展
示
室
１

展
示
室
１

展
示
室
１

近
江
ゆ
か
り
の
工た

く

み匠

―
刀
工

・
鐔つ

ば

師し

・
鉄
砲
鍛
冶
―

民み

ん

窯よ

う

湖こ

東と

う

焼や

き

の
彩
り

―
絵
付
師
自じ

然ね
ん

斎さ
い

―

テ
ー
マ
展

テ
ー
マ
展

企
画
展

琵
琶
湖
文
化
館

　
　
　
　

 

所
蔵
の
名
品

―
彦
根
ゆ
か
り
の
書
画
と
や
き
も
の
―

　

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
は
、
県
内
公
立

博
物
館
の
さ
き
が
け
と
し
て
半
世
紀
以
上
の

歴
史
を
有
し
、
近
江
の
文
化
財
の
宝
庫
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
そ
の
所
蔵
品
か
ら
、
彦
根
出

身
の
書
家
と
し
て
名
高
い
日く
さ

下か

部べ

鳴め
い

鶴か
く

の
書

跡
や
、
同
じ
く
彦
根
出
身
の
絵
師
張ち
ょ
う

月げ
っ

樵し
ょ
うの

絵
画
、
彦
根
で
制
作
さ
れ
た
湖
東
焼
な
ど
、

彦
根
ゆ
か
り
の
名
品
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
21
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

■
日
時　

４
月
16
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

奥
田 

晶
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

 

ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い

赤
絵
金
彩
唐
人
物
図　
　

四
方
形
火
鉢

（
河
本
英
典
氏
寄
贈
）

長
春
孔
雀
図　

張
月
樵
筆
（
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
蔵
）

3
11

（金）

4
12

（火）

4
15

5
17

（火）

5
20

（金）

6
21

（火）

～

６
月

■
日
時　

３
月
12
日
（
土
）

11
時
～
、
14
時
～

■
講
師　

古
幡 

昇
子
（
当
館
学
芸
員
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

刀　

銘  

下
総
大
掾
藤
原
兼
正

武
者
合
戦
図
鐔 　
　

銘 

藻
柄
子
喜
多
河　

入
道
宗
典
製

平
成
28
年
度
第
１
回
目
の
狂
言
公
演
で
す
。

■
開
催
日
時
・
場
所

　

6
月
18
日
（
土
）
18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

　

当
館
能
舞
台

■
演
目

　

大
蔵
流
狂
言

　
　
【
解
説
】　

茂
山　

千
三
郎

　
　

  「
横よ
こ

座ざ

」　  

茂
山　

あ
き
ら　

ほ
か

　
　

  「
泣な
き

尼あ
ま

」　  

茂
山　

七
五
三　

ほ
か

　
　

  「
首く
び

引ひ
き

」　  

茂
山　

茂　
　
　

ほ
か

■
チ
ケ
ッ
ト

　

 

全
席
指
定

　
　

Ａ
席
（
正　

面
）
３
千
５
百
円

　
　

Ｂ
席
（
脇
正
面
）
３
千
円

　

５
月
18
日
（
水
）
発
売
開
始

＊
開
演
時
刻
・
演
目
・
出
演
者
等
は
、
都
合
に
よ
り
、

や
む
な
く
変
更
す
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
、
当

館
受
付
お
よ
び
お

電
話
に
て
お
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。

（
発
売
初
日
は
館

内
販
売
９
時
～
、

電
話
予
約
は
10

時
～
）

＊
未
就
学
児
の
方
は

ご
入
場
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

能
・
狂
言

水

無

月

狂

言

の

集

い

彦
根
城
表
御
殿
の
能
舞
台
は
、
寛
政
12
年

（
１
８
０
０
）
に
建
て
ら
れ
た
江
戸
時
代
の
舞
台
で

す
。
こ
の
舞
台
を
使
っ
て
、
毎
年
、
狂
言
と
能
の

公
演
を
開
催
。
平
成
28
年
度
は
、狂
言
２
回（
６
月
、

11
月
）、
能
１
回
（
９
月
）
の
公
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

（金）

色
絵
花
卉
図
蓋
置

（
個
人
蔵
）

３
月ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
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文
人
好
み
の
湖
東
焼

　
　
　
　
　
　

― 
染
付
六
角
植
木
鉢 

―

湖
東
焼
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
彦
根
で
焼
か

れ
た
や
き
も
の
で
す
。
彦
根
城
下
の
商
人
絹
屋

半
兵
衛
が
開
窯
し
、後
に
彦
根
藩
が
召
し
上
げ
、

井
伊
家
十
二
代
直な

お

亮あ
き

と
十
三
代
直な

お

弼す
け

、
十
四
代

直な
お

憲の
り

の
代
に
藩
窯
と
し
て
運
営
さ
れ
、
多
く
の

優
品
が
生
産
さ
れ
ま
し
た
。

湖
東
焼
は
、染
付
や
色
絵
、青
磁
な
ど
の
様
々

な
技
法
で
制
作
さ
れ
、
そ
の
材
質
や
技
法
が
極

め
て
多
様
な
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
注
文
主
の
好
み
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
な
凝
っ
た
表
現
の
作
品
も
、
し
ば
し
ば
見

出
さ
れ
ま
す
。
個
人
所
蔵
の
植
木
鉢
（
写
真
）

も
そ
の
よ
う
な
作
品
の
一
つ
で
す
。

こ
の
作
品
は
、

白
磁
に
染
付
の

技
法
で
絵
付
を

施
し
た
六
角
形

の
植
木
鉢
で
す
。

湖
東
焼
で
あ
る

こ
と
を
示
す
銘

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
底
や
内
部
の

ほ
の
か
に
赤
く

発
色
し
た
胎
土

の
様
子
や
、
白
磁

の
青
味
を
帯
び
た
色
合
い
、
技
巧
的
な
形
態
や

鮮
や
か
な
呉
須
の
色
味
な
ど
か
ら
、
藩
窯
期
の

湖
東
焼
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
実
は
、
当
館
が
所

蔵
す
る
井
伊
家
伝
来
品（
関
東
大
震
災
罹
災
品
）

の
中
に
、
同
一
の
デ
ザ
イ
ン
の
植
木
鉢
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
共
に
井
伊
家
の
注
文
を

受
け
、
同
意
匠
で
複
数
制
作
さ
れ
た
も
の
の
一

部
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

湖
東
焼
研
究
の
基
礎
文
献
で
あ
る
『
湖
東
焼
の

研
究
』（
北
村
寿
四
郎
著
、
一
九
二
五
年
）
に
も
、

湖
東
焼
の
作
例
と
し
て
同
じ
意
匠
の
植
木
鉢
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
記
述
通
り
の
作
品
が
良
好

な
保
存
状
態
で
現
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
貴
重

な
こ
と
と
言
え
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
植
木
鉢
の
胴
の
各
面
に
は
、
山

水
図
と
花
鳥
図
が
交
互
に
描
か
れ
て
お
り
、

各
々
に
署
名
と
印
が
入
っ
て
い
ま
す
。
署

名
は
、「
文
晁
」、「
甫
田
」、「
南
湖
」、「
閑

林
」、「
雲
峰
」、「
東（

麟
カ
）□

」
と
表
わ
さ
れ
て
お

り
、「
東
□
」
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
そ

の
他
は
、
江
戸
時
代
の
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る

谷た
に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
う（

一
七
六
三
～
一
八
四
一
）
と
山や

ま

崎さ
き

董と
う

烈れ
つ

（
？
～
一
八
三
七
）、
春は

る

木き

南な
ん

湖こ

（
一
七
五
九

～
一
八
三
九
）、
岡お

か

田だ

閑か
ん

林り
ん

（
一
七
七
五
～

一
八
四
九
）、
大お

お

岡お
か

雲う
ん

峰ぽ
う

（
一
七
六
五
～

一
八
四
八
）
を
示
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
五
人
中
三
人
の
在
世
時
期
が
、
藩

窯
湖
東
焼
の
制
作
が
始
ま
る
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

植
木
鉢
の
絵
付
に
彼
ら
が
直
接
関
与
し
た
の
で

は
な
く
、
彼
ら
の
絵
を
模
し
て
制
作
さ
れ
た
と

判
断
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
彼
ら
が
い
わ
ゆ
る

中
国
の
文
人
に
倣
っ
た
画
法
を
得
意
と
し
た
絵

師
で
あ
り
、
こ
の
絵
付
に
お
い
て
も
、
北
宋
時

代
の
文
人
画
家
米べ
い

芾ふ
つ

が
創
案
し
た
米べ

い

点て
ん

法ほ
う

な
ど

が
駆
使
さ
れ
、
本
格
的
な
文
人
画
と
な
っ
て
い

る
点
で
す
。
そ
し
て
、谷
文
晁
と
そ
の
門
人（
雲

峰
・
南
湖
・
閑
林
）
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
点

も
注
目
さ
れ
ま
す
。

文
晁
と
い
う
と
、
十
二
代
直
亮
が
そ
の
弟
子

の
佐さ

竹た
け

永え
い

海か
い

を
召
し
抱
え
て
重
用
し
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
直
亮
が
、
永
海
を
通
じ
て
こ

れ
ら
の
絵
師
の
図
様
を
入
手
し
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
本
作
が
井
伊
家
の
注
文
品
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
注
文
主
は
、
直
亮
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
本
作
は

前
述
し
た
よ
う
に
、
藩
窯
期
の
作
で
あ
る
と
判

断
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
、
白
磁
の
色
合
い
は

青
味
が
強
く
、
製
法
の
拙
さ
を
感
じ
さ
せ
る
形

態
の
歪
み
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
作
風

は
、
藩
窯
期
の
比
較
的
早
い
時
期
、
す
な
わ

ち
、
直
亮
の
頃
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
彼
の
注
文
品
と
考
え
る
も
う
一
つ
の
根

拠
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
直
弼
が
注

文
し
制
作
さ
せ
た
湖
東
焼
に
つ
い
て
は
、
現
存

作
品
や
自
筆
の
指
示
書
な
ど
か
ら
、
そ
の
具
体

像
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
直

亮
好
み
の
湖
東
焼
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
か
の
詳
細
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。本
作
は
、

直
亮
の
関
与
を
伺
わ
せ
る
と
い
う
点
に
お
い

て
、
示
唆
に
富
む
貴
重
な
作
品
と
言
え
ま
す
。

（
奥
田
晶
子
）

研
究
余
録

金 
亀 
玉 

鶴

講
座
・
講
演
会

 

歴
史
の
中
の
老
中
奉
書

　

～
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』
保
存
修
理
の
成
果
か
ら
～

長
年
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き
た
老
中
奉
書
の
保
存
修
理

が
、
こ
の
た
び
完
了
し
ま
し
た
。
修
理
に
よ
っ
て
何
が

明
ら
か
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時	

３
月
19
日
（
土
）　

14
時
～
15
時
40
分

■
内
容	

「
井
伊
家
伝
来
老
中
奉
書
の
概
要
」

		


野
田 

浩
子
（
当
館
学
芸
員
）

	

「
漉す
き

嵌ば
め

法
に
よ
る
老
中
奉
書
の
修
理
」

		


刀と
う

谷た
に 

公き
み

子こ

氏
（
株
式
会
社
修
美　

技
師
）

	

「
老
中
奉
書
か
ら
見
え
て
く
る
幕
藩
関
係
」

		


三
宅 

正
浩
氏
（
岡
山
大
学
大
学
院
准
教
授
）

■
会
場	

当
館
講
堂

■
定
員	

50
名

■
資
料
代　

２
０
０
円

■
申
込	

当
日
受
付
（
先
着
順
）

当
館
学
芸
員
が
、
彦
根
市
内
の
各
公
民
館
地
区
の
特
徴

的
な
歴
史
上
の
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
ま
す
。

■
日
時
・
会
場　

第
１
回 

５
月
７
日
（
土
）
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

第
２
回 

５
月
28
日
（
土
）
中
地
区
公
民
館

第
３
回 

６
月
16
日
（
木
）
河
瀬
地
区
公
民
館

第
４
回 

７
月
２
日
（
土
）
鳥
居
本
地
区
公
民
館

第
５
回 

７
月
16
日
（
土
）
西
地
区
公
民
館

＊
各
回
と
も
、
10
時
～
11
時
30
分

※
論
題
・
講
師
等
の
詳
細
な
情
報
は
、
追
っ
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
広
報
ひ
こ
ね
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
資
料
代　

各
回
１
０
０
円

■
申
込　

当
日
受
付
（
先
着
順
）

講
演
会

彦
根
城
博
物
館
出
張
講
座

　
　
　

「
あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪
」

湖
東
焼 

染
付
六
角
植
木
鉢 　
　

お
よ
び
落
款
部
分

（
個
人
蔵
）
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５月
14
土

5/
18･19

展示替により一部休室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
の
名
品

　
　

―
彦
根
ゆ
か
り
の
書
画
と
や
き
も
の
―

６月
16
木

18
土

6/21～23

展示替により一部休室

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

千
変
万
化　

美
し
き
水
の
意
匠

  

４月
16
土

21
土

28
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
①

民
窯
湖
東
焼
の
彩
り

　
　
　

―
絵
付
師
自
然
斎
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

  

３月
19
土

3/
9･10

 

展示替により一部休室

古
文
書
解
読
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
教
室
「
古
文
書
の

み
か
た
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
開
講
日
時

５
月
14
日
、
６
月
11
日
、
７
月
９
日
、
８
月
６
日
、

８
月
27
日
、
９
月
17
日
、
10
月
15
日
、
11
月
12
日
、

の
14
時
～
16
時
（
全
８
回
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

■
場
所　

当
館
講
堂

■
定
員

60
名
（
応
募
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

■
資
料
代　

５
０
０
円

■
申
込
方
法

往
復
は
が
き
（
１
人
に
つ
き
１
枚
）
の
往
信
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
の
宛
名
面

に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

３
月
31
日
（
木
）
ま
で

＊
当
日
消
印
有
効

＊
抽
選
の
場
合
、
４
月
11
日
（
月
）
以
降
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

当
館
で
は
、
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
支

援
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
活
動
内
容

①
教
育
普
及
事
業

小
学
生
対
象
体
験
講
座
の
運
営
ス
タ
ッ
フ

（
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
準
備
、
指
導
補
助
）

②
調
査
研
究
事
業

古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
等
の
古
文
書
解
読
）

＊
当
館
開
催
教
室
「
古
文
書
の
み
か
た
」
を
終
了

さ
れ
た
方
、
ま
た
は
同
程
度
の
解
読
力
を
有
す

る
方
が
対
象
で
す
。
登
録
希
望
の
方
は
、
事
前

に
学
芸
史
料
課
古
文
書
解
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

３
月
18
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
方
法

当
館
「
支
援
ス
タ
ッ
フ
」
係
ま
で
、
お
電
話
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
８
時
30
分
～
17
時
）

＊
４
月
以
降
に
開
催
す
る
研
修
へ
参
加
い
た
だ
き
ま
す

（
日
付
未
定
）。

＊
①
、
②
の
事
業
を
兼
ね
て
登
録
い
た
だ
く
こ
と
も
可

能
で
す
。

＊
「
古
文
書
の
み
か
た
」
は
事
前
申
込
制
で
す
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

募
集

常設展示　“ほんもの”との出会い

３
月
～

６
月

平
成
28
年
度
支
援
ス
タ
ッ
フ
募
集

「
古
文
書
の
み
か
た
」
受
講
生
募
集

｢
友
の
会｣

に
入
会
し
て
、
歴
史
・
文
化
と
の
出
会

い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■
会
員
特
典

①
会
員
証
で
彦
根
城
博
物
館
の
常
設
展
ほ
か
、

展
覧
会
が
観
覧
で
き
ま
す
。

②
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
や
博
物
館
だ
よ
り
等
を
お

送
り
し
ま
す
。

③
友
の
会
主
催
の
講
演
会
や
現
地
研
修
等
に
参

加
で
き
ま
す
。

■
会
員
期
間　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

■
年
会
費

一
般
会
員�

２
千
円
（
高
校
生
は
１
千
円
）

ジ
ュ
ニ
ア
会
員
（
小･

中
学
生
）　　
　

５
百
円

賛
助
会
員�

１
口
以
上
（
１
口
：
１
万
円
）

■
入
会
方
法

当
館
受
付
に
あ
る
申
込
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
可
能
・
要
問
い
合
わ
せ
）

■
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
城
博
物
館
友
の
会
事
務
局
（
中
野
）

＊
友
の
会
専
用
電
話
０
７
４
９ - 

４
７ - 

５
７
８
７

＊
毎
週
水
曜
日
９
時
～
17
時
在
館

友
の
会 

会
員
募
集

近
江
ゆ
か
り
の
工
匠

　
　

―
刀
工
・
鐔
師
・
鉄
砲
鍛
冶
―

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

講
演
会　

歴
史
の
中
の
老
中
奉
書

　

～
『
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
』

　
　
　
　
　
　
　

保
存
修
理
の
成
果
か
ら
～

12
土

民窯湖東焼の彩り
―絵付師自然斎―

4/15 ～5/17

テーマ展

琵琶湖文化館所蔵の名品
―彦根ゆかりの書画とやきもの―

5/20 ～ 6/21

企画展

千変万化
美しき
水の意匠

6/24 ～7/26

テーマ展

弥千代の雛
と

婚礼調度
～ 3/8

特別
公開

テーマ展

近江ゆかりの工匠
―刀工 ･鐔師 ･ 鉄砲鍛冶―

3/11 ～ 4/12

4/
12～14

展示替により一部休室

出
張
講
座

あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪

　
　
　

（
高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
）

７
土

出
張
講
座

あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪

　
　
　
　
　
　
　

（
中
地
区
公
民
館
）

能
・
狂
言　

水
無
月
狂
言
の
集
い

11
土

教
室
　
古
文
書
の
み
か
た
②

25
土

出
張
講
座

あ
な
た
の
街
の
歴
史
探
訪

　
　
　
　
　
　

（
河
瀬
地
区
公
民
館
）


